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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】送電線の分岐時に使用しやすく、接続が迅速で 
あり、送電分岐線に故障が発生した場合、接続を遮断せ 
ずに電源オフ処理を行うことができ、感電のリスクを低 
減し、緊急状態時の安全手段として、当該装置の実用性 
と使用時の安全性を強化することができる送電線分岐端 
子台を提供する。
【解決手段】送電線分岐端子台は、ハウジング１と、導 
電板４と、遮断アセンブリ６とを含み、ハウジングの一 
側に主線端子２が固定的に取り付けられ、主線端子に導 
電性中空柱が設けられ、ハウジングの他側に前後に分布 
された２組の分岐線端子３が固定的に取り付けられ、分 
岐線端子に導電筒が設けられ、導電板がハウジングに設 
けられ、導電板の他側に２組の導電ブロック５が設けら 
れ、遮断アセンブリがハウジングに設けられる。当該送 
電線分岐端子台は、作業者が分岐線と分岐線端子を分離 
する必要がない。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 側 に は 、 導 電 性 中 空 柱 （ １ ０ ） が 設 け ら れ た 主 線 端 子 （ ２ ） が 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ  
、 他 側 に は 、 導 電 筒 （ ８ ） が 設 け ら れ た 前 後 に 分 布 さ れ た ２ 組 の 分 岐 線 端 子 （ ３ ） が 固 定  
的 に 取 り 付 け ら れ る 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） と 、
　 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 設 け ら れ 、 他 側 に ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク （ ５ ） が 設 け ら れ る 導 電 板 （  
４ ） と 、
　 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 設 け ら れ 、 分 離 す る よ う に 導 電 板 （ ４ ） と ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク （ ５  
） を 駆 動 す る 遮 断 ア セ ン ブ リ （ ６ ） と 、 を 含 む 、
こ と を 特 徴 と す る 送 電 線 分 岐 端 子 台 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に ス ラ イ ド 溝 と ２ 組 の キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ 、 導 電 板 （ ４ ） が ス  
ラ イ ド 溝 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ブ ロ ッ ク （ ５ ） が キ ャ ビ テ ィ に ス ラ イ ド  
可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 板 （ ４ ） と ス ラ イ ド 溝 と の 間 、 及 び 導 電 ブ ロ ッ ク （ ５ ） と キ ャ  
ビ テ ィ と の 間 に い ず れ も ば ね （ ７ ） が 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 送 電 線 分 岐 端 子 台 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 円 柱 孔 が 形 成 さ れ 、 導 電 性 中 空 柱 （ １ ０ ） は 、 円 柱 孔 内 に 位 置  
し 、 か つ 一 端 が 主 線 端 子 （ ２ ） に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 性 中 空 柱 （ １ ０ ） に 導 電 ス  
ト リ ッ プ （ １ １ ） が ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ス ト リ ッ プ （ １ １ ） の 一 端 が 導 電  
板 （ ４ ） に 固 定 的 に 接 続 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 送 電 線 分 岐 端 子 台 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 前 後 に 設 け ら れ た ２ 組 の 円 柱 溝 が 形 成 さ れ 、 導 電 筒 （ ８ ） は 、  
円 柱 溝 内 に 位 置 し 、 一 端 が 分 岐 線 端 子 （ ３ ） に 固 定 接 続 さ れ 、 導 電 筒 （ ８ ） に 導 電 ロ ッ ド  
（ ９ ） が ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ロ ッ ド （ ９ ） の 一 端 が 導 電 ブ ロ ッ ク （ ５ ） に  
固 定 接 続 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 送 電 線 分 岐 端 子 台 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 外 壁 に 絶 縁 コ ー テ ィ ン グ が 設 け ら れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 送 電 線 分 岐 端 子 台 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 遮 断 ア セ ン ブ リ （ ６ ） は 、 押 圧 ブ ロ ッ ク （ ６ １ ） と 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ６ ２ ） と  
、 接 続 柱 （ ６ ３ ） と 、 ね じ ロ ッ ド （ ６ ４ ） と 、 回 転 ハ ン ド ル （ ６ ５ ） と を 含 み 、 ハ ウ ジ ン  
グ （ １ ） に 方 形 溝 が 形 成 さ れ 、 か つ ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ６ ２ ） が 方 形 溝 の 内 部 に ス ラ イ ド  
可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 押 圧 ブ ロ ッ ク （ ６ １ ） と 接 続 柱 （ ６ ３ ） は 、 い ず れ も ２ 組 で あ り 、  
接 続 柱 （ ６ ３ ） が ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ６ ２ ） の 底 部 に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 ２ 組 の 押 圧  
ブ ロ ッ ク （ ６ １ ） が 導 電 板 （ ４ ） と ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク （ ５ ） に 位 置 し 、 接 続 柱 （ ６ ３ ）  
の 一 端 が 押 圧 ブ ロ ッ ク （ ６ １ ） に 固 定 的 に 接 続 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に ね じ 孔 が 形 成 さ  
れ 、 か つ ね じ ロ ッ ド （ ６ ４ ） が ね じ 孔 の 内 部 に ね じ 取 り 付 け ら れ 、 ね じ ロ ッ ド （ ６ ４ ） は  
、 一 端 が ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ６ ２ ） に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 回 転 ハ ン ド ル （ ６ ５ ）  
に 固 定 的 に 接 続 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 送 電 線 分 岐 端 子 台 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 押 圧 ブ ロ ッ ク （ ６ １ ） 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ６ ２ ） 、 接 続 柱 （ ６ ３ ） 、 ね じ ロ ッ ド  
（ ６ ４ ） 及 び 回 転 ハ ン ド ル （ ６ ５ ） は 、 い ず れ も 絶 縁 体 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 送 電 線 分 岐 端 子 台 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 考 案 は 、 送 電 線 分 岐 の 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に 送 電 線 分 岐 端 子 台 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 公 開 番 号 Ｃ Ｎ ２ ０ ９ ０ ７ １ ６ ６ １ Ｕ の 送 電 線 分 岐 端 子 台 は 、 接 続 孔 が 設 け ら れ た 取 付 ベ  
ー ス を 含 み 、 接 続 孔 に リ ー ド ク ラ ン プ が 可 動 に 取 り 付 け ら れ 、 接 続 孔 と リ ー ド ク ラ ン プ と  
の 間 に リ ー ド ク ラ ン プ ロ ッ ク 装 置 が 設 け ら れ 、 主 接 続 孔 と サ ブ 接 続 孔 と の 間 に 導 体 が 接 続  
さ れ 、 ス ロ ッ ト に 絶 縁 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク が 可 動 に 取 り 付 け ら れ 、 絶 縁 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク の  
一 端 に 導 電 ブ ロ ッ ク が 固 定 さ れ 、 絶 縁 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク と ス ロ ッ ト と の 間 に 第 １ ば ね が 接  
続 さ れ 、 導 電 ブ ロ ッ ク と 導 体 と の 間 に 送 電 接 続 線 が 接 続 さ れ 、 外 筒 に 外 管 が 回 転 可 能 に 取  
り 付 け ら れ 、 外 管 内 に 内 管 が 螺 合 さ れ 、 内 管 に 内 筒 が 固 定 さ れ 、 内 筒 が 外 筒 内 に 嵌 め 込 ま  
れ 、 内 筒 に 第 １ 斜 面 が 設 け ら れ 、 ク ラ ン プ ブ ロ ッ ク に 第 ２ 斜 面 が 設 け ら れ 、 貫 通 孔 内 に ロ  
ッ ク ピ ン が 可 動 に 取 り 付 け ら れ 、 外 筒 に ロ ッ ク 溝 が 設 け ら れ 、 本 考 案 の リ ー ド ク ラ ン プ は  
、 外 管 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 送 電 主 線 又 は 送 電 分 岐 線 を ク ラ ン プ し た 後 、 対 応 す る リ ー  
ド ク ラ ン プ を そ れ ぞ れ 主 接 続 孔 又 は サ ブ 接 続 孔 に 挿 入 し 、 リ ー ド ク ラ ン プ ロ ッ ク 装 置 は 、  
リ ー ド ク ラ ン プ を 接 続 孔 内 に 固 定 し て 送 電 主 線 に 対 す る 分 岐 を 実 現 し 、 使 用 し や す い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 送 電 線 分 岐 端 子 台 で は 、 そ の 後 の 分 岐 線 に 故 障 が 発 生 し た 場 合 、 バ ス 回 線 の 電 源 を  
オ フ に す る か 、 又 は 分 岐 線 と そ の 端 子 と を 切 断 し 、 バ ス 回 線 の 電 源 を オ フ に す る 影 響 が 大  
き す ぎ る が 、 分 岐 線 と そ の 端 子 と を 切 断 す る た め に 手 動 で 操 作 す る 必 要 が あ り 、 一 定 の 感  
電 リ ス ク を 有 し 、 か つ 分 岐 線 の 接 続 も 不 便 で あ る た め 、 送 電 線 分 岐 端 子 台 を 改 善 処 理 す る  
こ と が で き る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 分 岐 線 に 故 障 が 発 生 し た 場 合 に 、 手 動 で 分 岐 線 と そ の 端 子 と の 接 続 を 切 断 す  
る 必 要 が あ り 、 一 定 の 感 電 リ ス ク が あ り 、 か つ 分 岐 線 接 続 も 不 便 で あ る と い う 問 題 を 解 決  
で き る 送 電 線 分 岐 端 子 台 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 、 以 下 の 技 術 手 段 を 提 供 す る 。 送 電 線 分 岐 端 子 台  
は 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 導 電 板 と 、 遮 断 ア セ ン ブ リ と を 含 み 、 ハ ウ ジ ン グ の 一 側 に 主 線 端 子 が  
固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 主 線 端 子 に 導 電 性 中 空 柱 が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ の 他 側 に 前 後 に  
分 布 さ れ た ２ 組 の 分 岐 線 端 子 が 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 分 岐 線 端 子 に 導 電 筒 が 設 け ら れ 、  
導 電 板 が ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ 、 導 電 板 の 他 側 に ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク が 設 け ら れ 、 遮 断 ア  
セ ン ブ リ が ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ 、 か つ 分 離 す る よ う に 導 電 板 と ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク と を  
駆 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に ス ラ イ ド 溝 と ２ 組 の キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ 、 導 電 板 が ス  
ラ イ ド 溝 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ブ ロ ッ ク が キ ャ ビ テ ィ に ス ラ イ ド 可 能 に  
取 り 付 け ら れ 、 導 電 板 と ス ラ イ ド 溝 と の 間 、 及 び 導 電 ブ ロ ッ ク と キ ャ ビ テ ィ と の 間 に い ず  
れ も ば ね が 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 円 柱 孔 が 形 成 さ れ 、 導 電 性 中 空 柱 は 、 円 柱 孔 内 に 位 置 し  
、 か つ 一 端 が 主 線 端 子 に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 性 中 空 柱 に 導 電 ス ト リ ッ プ が ス ラ イ  
ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ス ト リ ッ プ の 一 端 が 導 電 板 に 固 定 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り  
、 導 電 板 を 移 動 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 前 後 に 設 け ら れ た ２ 組 の 円 柱 溝 が 形 成 さ れ 、 導 電 筒 は 、  
円 柱 溝 内 に 位 置 し 、 一 端 が 分 岐 線 端 子 に 固 定 接 続 さ れ 、 導 電 筒 に 導 電 ロ ッ ド が ス ラ イ ド 可  
能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ロ ッ ド の 一 端 が 導 電 ブ ロ ッ ク に 固 定 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 導 電  
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ブ ロ ッ ク を 移 動 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 壁 に 絶 縁 コ ー テ ィ ン グ が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 ハ ウ  
ジ ン グ を タ ッ チ す る 時 に 感 電 し に く い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 遮 断 ア セ ン ブ リ は 、 押 圧 ブ ロ ッ ク と 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク と 、 接 続 柱 と  
、 ね じ ロ ッ ド と 、 回 転 ハ ン ド ル と を 含 み 、 ハ ウ ジ ン グ に 方 形 溝 が 形 成 さ れ 、 か つ ス ラ イ ド  
ブ ロ ッ ク が 方 形 溝 の 内 部 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 押 圧 ブ ロ ッ ク と 接 続 柱 は 、 い ず  
れ も ２ 組 で あ り 、 接 続 柱 が ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク の 底 部 に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 ２ 組 の 押 圧  
ブ ロ ッ ク が 導 電 板 と ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク に 位 置 し 、 接 続 柱 の 一 端 が 押 圧 ブ ロ ッ ク に 固 定 的  
に 接 続 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ に ね じ 孔 が 形 成 さ れ 、 か つ ね じ ロ ッ ド が ね じ 孔 の 内 部 に ね じ 取 り  
付 け ら れ 、 ね じ ロ ッ ド は 、 一 端 が ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 回 転 ハ  
ン ド ル に 固 定 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 押 圧 ブ ロ ッ ク 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク 、 接 続 柱 、 ね じ ロ ッ ド 及 び 回 転 ハ ン  
ド ル は 、 い ず れ も 絶 縁 体 で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 来 技 術 に 比 べ て 、 本 考 案 の 有 益 な 効 果 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 当 該 送 電 線 分 岐 端 子 台 は 、 主 線 端 子 、 分 岐 線 端 子 、 導 電 板 、 導 電 ブ ロ ッ ク 、 ば ね 、 導 電  
筒 、 導 電 ロ ッ ド 、 導 電 性 中 空 柱 、 導 電 ス ト リ ッ プ 、 押 圧 ブ ロ ッ ク 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク 、 接  
続 柱 、 ね じ ロ ッ ド 及 び 回 転 ハ ン ド ル の 組 み 合 わ せ 使 用 に よ り 、 使 用 時 に 送 電 主 線 と ２ 組 の  
送 電 分 岐 線 を そ れ ぞ れ 主 線 端 子 と ２ 組 の 分 岐 線 端 子 に 接 続 す る こ と に 便 利 で あ り 、 使 用 し  
や す く 、 接 続 が 迅 速 で あ る と い う 利 点 を 有 す る 一 方 で 、 送 電 分 岐 線 に 故 障 が 発 生 し た 場 合  
、 接 続 を 遮 断 し な い 場 合 に 電 源 オ フ 処 理 を 行 う こ と に も 便 利 で あ り 、 作 業 者 が 分 岐 線 と 分  
岐 線 端 子 を 分 離 す る 必 要 が な い た め 、 感 電 の リ ス ク を 低 減 し 、 緊 急 状 態 時 の 安 全 手 段 と し  
て 、 当 該 装 置 の 実 用 性 と 使 用 時 の 安 全 性 を 強 化 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 及 び 実 施 例 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 を さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 平 面 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 平 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 本 考 案 の 具 体 的 な 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 し 、 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 例 を 図 面 に 示  
し 、 図 面 は 、 図 で 明 細 書 の 文 字 部 分 の 説 明 を 補 足 す る こ と に よ り 、 人 々 が 本 考 案 の 各 技 術  
的 特 徴 と 全 体 的 な 技 術 手 段 を 直 感 的 か つ 視 覚 的 に 理 解 す る こ と を 容 易 に す る よ う に 機 能 す  
る が 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 を 限 定 す る も の と し て 理 解 す べ き で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 考 案 は 、 以 下 の 技 術 手 段 を 提 供 す る 。 送 電 線 分 岐 端 子 台 は  
、 ハ ウ ジ ン グ １ と 、 導 電 板 ４ と 、 遮 断 ア セ ン ブ リ ６ と を 含 み 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 一 側 に 主 線  
端 子 ２ が 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 主 線 端 子 ２ に 導 電 性 中 空 柱 １ ０ が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ  
１ の 他 側 に 前 後 に 分 布 さ れ た ２ 組 の 分 岐 線 端 子 ３ が 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 分 岐 線 端 子 ３  
に 導 電 筒 ８ が 設 け ら れ 、 導 電 板 ４ が ハ ウ ジ ン グ １ に 設 け ら れ 、 導 電 板 ４ の 他 側 に ２ 組 の 導  
電 ブ ロ ッ ク ５ が 設 け ら れ 、 遮 断 ア セ ン ブ リ ６ が ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ 、 か つ 分 離 す る よ う  
に 導 電 板 ４ と ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク ５ と を 駆 動 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ に ス ラ イ ド 溝 と ２ 組 の キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ 、 導 電 板 ４ が ス ラ イ ド 溝 内 に  
ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ブ ロ ッ ク ５ が キ ャ ビ テ ィ に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら  
れ 、 導 電 板 ４ と ス ラ イ ド 溝 と の 間 、 及 び 導 電 ブ ロ ッ ク ５ と キ ャ ビ テ ィ と の 間 に い ず れ も ば  
ね ７ が 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ １ に 円 柱 孔 が 形 成 さ れ 、 導 電 性 中 空 柱 １ ０ は 、  
円 柱 孔 内 に 位 置 し 、 か つ 一 端 が 主 線 端 子 ２ に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 性 中 空 柱 １ ０ に  
導 電 ス ト リ ッ プ １ １ が ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ス ト リ ッ プ １ １ の 一 端 が 導 電 板  
４ に 固 定 的 に 接 続 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ １ に 前 後 に 設 け ら れ た ２ 組 の 円 柱 溝 が 形 成 さ れ 、 導 電  
筒 ８ は 、 円 柱 溝 内 に 位 置 し 、 一 端 が 分 岐 線 端 子 ３ に 固 定 接 続 さ れ 、 導 電 筒 ８ に 導 電 ロ ッ ド  
９ が ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 導 電 ロ ッ ド ９ の 一 端 が 導 電 ブ ロ ッ ク ５ に 固 定 接 続 さ れ  
、 送 電 主 線 を 主 線 端 子 ２ に 接 続 し た 後 、 ２ 組 の 送 電 分 岐 線 を そ れ ぞ れ ２ 組 の 分 岐 線 端 子 ３  
に 接 続 す る こ と に よ り 、 送 電 主 線 と ２ 組 の 送 電 分 岐 線 を そ れ ぞ れ 主 線 端 子 ２ と ２ 組 の 分 岐  
線 端 子 ３ に 接 続 す る こ と に 便 利 で あ り 、 使 用 し や す く 、 接 続 が 迅 速 で あ る と い う 利 点 を 有  
し 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 外 壁 に 絶 縁 コ ー テ ィ ン グ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 遮 断 ア セ ン ブ リ ６ は 、 押 圧 ブ ロ ッ ク ６ １ と 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ６ ２ と 、 接 続 柱 ６ ３ と 、  
ね じ ロ ッ ド ６ ４ と 、 回 転 ハ ン ド ル ６ ５ と を 含 み 、 ハ ウ ジ ン グ １ に 方 形 溝 が 形 成 さ れ 、 か つ  
ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ６ ２ が 方 形 溝 の 内 部 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 押 圧 ブ ロ ッ ク ６ １  
と 接 続 柱 ６ ３ は 、 い ず れ も ２ 組 で あ り 、 接 続 柱 ６ ３ が ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ６ ２ の 底 部 に 固 定  
的 に 取 り 付 け ら れ 、 ２ 組 の 押 圧 ブ ロ ッ ク ６ １ が 導 電 板 ４ と ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク ５ に 位 置 し  
、 接 続 柱 ６ ３ の 一 端 が 押 圧 ブ ロ ッ ク ６ １ に 固 定 的 に 接 続 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ １ に ね じ 孔 が 形  
成 さ れ 、 か つ ね じ ロ ッ ド ６ ４ が ね じ 孔 の 内 部 に ね じ 取 り 付 け ら れ 、 ね じ ロ ッ ド ６ ４ は 、 一  
端 が ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ６ ２ に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 回 転 ハ ン ド ル ６ ５ に 固 定 的 に 接  
続 さ れ 、 押 圧 ブ ロ ッ ク ６ １ 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ６ ２ 、 接 続 柱 ６ ３ 、 ね じ ロ ッ ド ６ ４ 及 び 回  
転 ハ ン ド ル ６ ５ は 、 い ず れ も 絶 縁 体 で あ り 、 送 電 分 岐 線 に 故 障 が 発 生 し た 場 合 、 回 転 ハ ン  
ド ル ６ ５ を 手 で 持 っ て ね じ 込 ん で ね じ ロ ッ ド ６ ４ を 時 計 回 り に 回 転 さ せ て 、 下 方 に 移 動 す  
る よ う に ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ６ ２ 、 接 続 柱 ６ ３ 及 び 押 圧 ブ ロ ッ ク ６ １ を 駆 動 し た 後 、 押 圧 ブ  
ロ ッ ク ６ １ が 分 離 す る よ う に 導 電 板 ４ と ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク ５ と を 押 圧 す る と 、 電 源 オ フ  
を 行 う こ と が で き 、 送 電 分 岐 線 に 故 障 が 発 生 し た 場 合 、 接 続 を 遮 断 し な い 場 合 に 電 源 オ フ  
処 理 を 行 う こ と に 便 利 で あ り 、 作 業 者 が 分 岐 線 と 分 岐 線 端 子 を 分 離 す る 必 要 が な い た め 、  
感 電 の リ ス ク を 低 減 し 、 緊 急 状 態 時 の 安 全 手 段 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 動 作 原 理 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 送 電 主 線 を 主 線 端 子 ２ に 接 続 し た 後 、 ２ 組 の 送 電 分  
岐 線 を そ れ ぞ れ ２ 組 の 分 岐 線 端 子 ３ に 接 続 す る こ と に よ り 、 送 電 分 岐 線 に 故 障 が 発 生 し た  
場 合 、 回 転 ハ ン ド ル ６ ５ を 手 で 持 っ て ね じ 込 ん で ね じ ロ ッ ド ６ ４ を 時 計 回 り に 回 転 さ せ て  
、 下 方 に 移 動 す る よ う に ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ６ ２ 、 接 続 柱 ６ ３ 及 び 押 圧 ブ ロ ッ ク ６ １ を 駆 動  
し た 後 、 押 圧 ブ ロ ッ ク ６ １ が 分 離 す る よ う に 導 電 板 ４ と ２ 組 の 導 電 ブ ロ ッ ク ５ と を 押 圧 す  
る と 、 電 源 オ フ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 考 案 は 、 上 記 実 施 例 に 限  
定 さ れ る も の で は な く 、 当 業 者 の 知 識 範 囲 内 で 、 本 考 案 の 趣 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 様 々 な  
変 更 を 行 う こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １   ハ ウ ジ ン グ
　 ２   主 線 端 子
　 ３   分 岐 線 端 子
　 ４   導 電 板
　 ５   導 電 ブ ロ ッ ク
　 ６   遮 断 ア セ ン ブ リ
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　 ６ １   押 圧 ブ ロ ッ ク
　 ６ ２   ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク
　 ６ ３   接 続 柱
　 ６ ４   ね じ ロ ッ ド
　 ６ ５   回 転 ハ ン ド ル
　 ７   ば ね
　 ８   導 電 筒
　 ９   導 電 ロ ッ ド
　 １ ０   導 電 性 中 空 柱
　 １ １   導 電 ス ト リ ッ プ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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